




















暁烏文庫について石川県白山市北安田町浄土真宗大谷派明達寺元住職，暁烏敏師旧蔵の図書。各分野に渡る約5万冊の蔵書であり，このうち13,500冊が仏教関係図書。＊暁烏文庫の由来，及び沿革については，附属図書館（中央図書館）Webサイト「貴重資料・文庫」→「特別コレクション」をご覧ください。http : //library.kanazawa-u.ac.jp/clib/index.php?page_id=39暁烏敏座像 ／ 山本力吉 作（1953年制作）本坐像は，山本力吉（やまもと りききち）（1898-1977）氏が，暁烏敏師から師の自坊である明達寺扇堂に納める自身の木彫坐像の制作依頼を受け，石膏で試作した模型です。木彫坐像は暁烏敏師の師である宗教家清沢満之像とともに，1954（昭和29）年，明達寺扇堂に安置されました。作者の山本力吉氏は石川県鶴来町（現白山市）出身の木彫家で，人物像のほか寺社の動物像などの制作を手がけました。昭和11年に第1回帝国美術院展，再興第23回院展初入選後，院展や日展に作品を出品し，また，金沢美術工芸大学の講師も勤めました。本試作品は，ご子息の山本健太郎氏が力吉氏のアトリエを整理中に見つけたもので，松田章一先生の紹介により，暁烏文庫が置かれている本学附属図書館に寄贈いただきました。ご子息によれば，高校生のときに石膏像を携え明達寺に赴く力吉氏に同行されたとのことでした。 （情報サービス課長 村田 勝俊）暁烏文庫（地階・保存書庫） 暁烏文庫蔵書票よみたしとあつめしふみをのちにくるひとにのこしてやすくよをさる 敏
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5◆
山本 英輔 先生（人間社会研究域学校教育系 教授）「哲学者による随筆集」平成26年7月24日～ 中央図書館で展示中教員から教員へ，リレー形式で続いている教員おすすめ図書コーナーは，今回で第16回を迎えました。今回バトンを受け取ってくださったのは人間社会研究域学校教育系の山本英輔先生です。私の専門は哲学です。研究活動はもっぱら本を読むこととなります。哲学の本が面白いと思って，もう何十年そんな研究生活をしているのですが，しかし何十年たっても，哲学の本は難しいものだと感じます。哲学書を読むには，忍耐と修行がいるのです。とくに古典とされる本は，論理の構造を辿るだけでなく，一つ一つの言葉を，思想史的背景も理解しながら，綿密に理解しなくてはなりません。こうした作業に疲れたとき，随筆のような文章を読むと気分転換になります。作家の随筆もいいですが，哲学者が書いたものにも，なかなか味わい深いものが沢山あります。そこで今回，哲学を専門としない学生の皆さんに向けて，哲学と哲学者なるものを知ってもらうのにいい随筆集を，10冊ほどピックアップしてみました。コンセプトは，普段授業では紹介しないもので，第1級の哲学者が書いた，しかし肩の凝らない，寝ながら（あるいは電車の中で）読める随筆集です（ただし，中には分厚いハードカバーのものもあって，寝ながら読むにはちょっと腕に力が要りますが…）。あと，いずれの哲学者も読書の達人で，読書論についての興味深い随筆もありますので，注目して読んでみて下さい。ところで「随筆」と言えば，英語やフランス語の「エッセイ」に対応させられていますが，英語やフランス語の「エッセイ」は，元来「試み・試論」と訳されるもので，日本語の「随筆」でイメージされるものよりも硬質な散文が多いのです。モンテーニュやルソーの作品はあまりにも有名ですが，イギリスのジョン・ロックの『人間知性論』（An Essayconcerning Human Understanding）なども「エッセイ」で，これなどはもう浩瀚な大論文です（ちなみに，西洋のエッセイの系譜と分析に関しては，P．グロード／J-F．ルエット『エッセイとは何か』下澤和義訳，法政大学出版局，2003年という本が参考 になります）。先ほどのコンセプトで選ぼうとすれば，どうしても西洋よりも近代日本の哲学者のものばかりになってしまいました。いろいろ要因はあるのでしょうが，『中央公論』や『改造』をはじめとする数々の雑誌や出版社が発行する小冊子の存在が大きいように思われます。日常生活の出来事や回想を題材にした小品を一般読者向けに書くように，出版社が哲学者に求めてきたのでしょうか。あるいは，これは江戸や中世に遡る文人の文化的伝統によるのだと言えるかもしれません。いずれにしても，大学での課業から少し離れて，これらの随筆集によって読書そのものを楽しんでほしいと思います。
金大生のための読書案内－教員から学生へ


















5月21日 EU Cafe2014「ユーロ誕生15年 危機の沈静化と今後の革新」
5月28日，6月18日，7月23日 ビブリオバトルギャラリーαでの展示
4月 7 日～4月25日 資料館新歓展「学生たちの肖像」（資料館）
4月26日～4月30日 「進級展」（学校教育学類美術専修）
5月 9 日～5月25日 EU資料展「EU加盟国へ留学したら」
6月 2 日～6月16日 「資料館の死角」（金沢銀月旅団）
6月19日～7月 4 日 「KuLOs×dot.Uバングラディシュ写真展」（KuLOs,dot.U）
7月 7 日～7月11日 企画展「ART MUSEUM？」（資料館）










4/1 金沢市図書館及び金沢美術工芸大学附属図書館のカード共有化事業を開始3月25日に，金沢市立玉川こども図書館において，3館の図書館長によりカード共有化事業の覚書が取り交わされました。これにより，金沢市図書館，または金沢美術工芸大学附属図書館の利用券を持つ市民は，附属図書館の窓口で所定の手続きを行えば，その利用券を使って，貸出サービスを受けることができるようになりました。大学・社会生活論，情報処理基礎新入生を対象とした科目「大学・社会生活論（4月9日～5月13日）」で1コマ，「情報処理基礎（5月12日～27日）」で1～2コマ，図書館職員による授業を行いました。授業では，図書館の基本的な利用方法をはじめ，資料の探し方や基本的なデータベースの検索方法の説明と実習を行いました。各館でも文献検索講習会などを開催図書館職員や外部講師による利用説明会や講習会も開催しています。ゼミ，学類，授業単位で，内容を相談しながらきめ細かなサポートを行っています。5/13 EU講演会 中 央「The future of the EU-Japan Partnership: EU－日本パートナーシップの将来」2014日・EUフ レ ンドシップウィークイベントの一環として，講師に駐日欧州連合通商部一等書記官，ブルーノ・ジュリアン＝マルヴィ氏をお迎えしました。市民も含め，約50名の参加がありました。5/29-30 第7回ブックリユース市中 央今回は，なるべく多くの方に参加のチャンスがあるようにと，各日とも12時半，13時半，14時半の3回にわけて図書を出品しました。2日間を通し，1,950冊のうち，1,257冊が新しい持ち主へと引き取られていきました。
6/4 クイズ抽選会 中 央厳正なる抽選の結果，古畑附属図書館長が引き当てた20名の方には，「ほん和かふぇ。」のほん和かサンドセット引換券を進呈しました。資料展示中央図書館●「図書館の本をPOPで展示（第2期）：平成25年度「中等国語科教育法A」受講生作成」 （3/28～4/18）●「EU資料展：EU加盟国へ留学したら」 （5/9～5/25）●「米澤穂信氏著作展示：山本周五郎賞受賞記念」（6/10～6/19）自然科学系図書館●「学術雑誌を読もう」（4/7～5/30）●「海」（7/1～8/5）金沢大学附属図書館報「こだま」第184号平成26年7月31日発行 発行：金沢大学附属図書館編集：広報委員会 印刷：株式会社橋本確文堂〒920-1192 金沢市角間町 TEL：076-264-5200E-mail : etsuran@adｍ.kanazawa-u.ac.jp＊この印刷物は再生紙を利用しています。編集後記4月発行の新入生特集号のパズルには，402名という編集部の予想を大きく上回る応募がありました。回答とともに寄せられた意見には，2年生以上の方からも「知らないことがたくさんあった」「いつもは使わない他キャンパスの図書館に行ってみようと思った」といった内容のものが目立ちました。授業や，各種広報でいろいろお知らせしているつもりですが，なかなか皆さんまで届いていないということを痛感しました。ともあれ，こだまも意外に役立つんです。図書館Webサイトにも掲載しています。年3回の発行です。風物詩と思って読んでいただければ幸いです。広報委員会メンバー村田勝俊 野田晶子 松田真樹 川井奏美新家左希子 香川文恵 多田千紘 押見智美5/16 SciFinder講習会 4/30, 5/1 留学生オリエンテーション◆8
